
 

いんざい子ども劇場は「文化的な体験」「遊び体験」を通して 子どもの豊かな心と創造する力が育つことを応援します 

NPO 法人いんざい子ども劇場 広報 

 

 

《２月・３月の事業予定》 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

― 目次 ― 

1P ２月・３月の事業予定 6P エリンギだより ・「あしあとくらぶ」報告  

2.3P 「誰も見たことのない生き物を作ろう」報告 7P 鑑賞「いつもいつも君を憶ふ」報告 

4P 「豆まき」報告 8P 事務局だより 

5P 「冬の森の手入れ」報告   

１０日（土）バレンタイン・スイーツ作り 
          13：30～ 中央駅前地域交流館  

１８日（日）ピザがまの森オープンデー 

３日（土） ピザがまの森で餅つき  

２４日(土) 幼児・低学年 春休み遠足 

２４日(土) 高学年 春休み遠足 

３０日(金)～１日(日)   

中学生・高校生・青年対象 北総春の交流会 

2018年 2月号 
2018年 2月 6日発行 



＜活動報告＞ 誰も見たことのない生き物を作ろう 

日 時：2018 年 1 月 21 日（日）14：00～16：00 

場 所：印西市市民活動支援センター 活動室 1・2 

参加者：子ども 28人 大人 20 人 

講 師：永野むつみ氏（人形劇団ひぽぽたあむ代表） 

 

およそ６年振りの「誰も見たことのない生き物を作ろう」です。  

た～くさん用意された色とりどりの封筒からまずは 1枚選びます。迷っちゃう！ 

 

 むつみさん：「選んだ封筒を、おにぎりみたいにぎゅーっとして、くっちゃくちゃにして」 

みんな：「えーーっ！？(ﾟДﾟ;)！」 

むつみさん：「大丈夫！もう一回くっちゃくちゃにしましょう」 

みんな：無言でくっちゃくちゃにする 

むつみさん：「それを広げて…ここにある、いろんな材料をくっつけて・・・           講師の永野むつむさん 

誰も見たことのない、自分だけの生き物を作りましょう」 

 



 

 

 

◆◆参加者の感想◆◆ 

・子どもの柔軟な発想に驚かされました。そして大人の頭の硬さにも驚きました。 

・沢山の素材、道具、色に囲まれ、わくわくしました。子どもたちも大人もみんな目がキラキラしていたように思いま

す。 制作中は子どもと全く話さなかったのですが、帰りの車で作った動物について沢山話してくれました。子どもと

の関わり方もとても勉強になりました。 

・どうしても口を挟みがちになってしまいますが、２歳でも子どもなりの考えがあるんだなと実感しました。 

・完成したものはあんな形になるはずではなかったけど、もっとたくさんくっつけたくなる欲張りな自分そのものにな

ってしまいました。 



＜活動報告＞ 

豆まき 

日 時：2018 年 1 月 27 日（土）13:30～15:00 

場 所：ピザがまの森 

参加者：子ども 29人 大人 19 人 

    お試し参加 子ども 2人 大人 1人 

 

先週降った雪がまだ残る寒空のピザがまの森でしたが、子どもは元気いっぱい。恒例の豆まきを行いました。 

「鬼は～外、福は～内」とおもいっきり声を出して豆まきをしてみたい・・・との会員の声を受けて始まった節分の豆ま

きです。強面の鬼の登場にも慣れた様子の子ども達。色鬼や紙破り競争などの遊びも取り入れ、ピザがまの森に大

きな声が響き渡り、空中に豆が飛び交いました。今年もたくさんの福を呼び込みましたね。 

 

 
「紙破り競争」A４の紙を千切れない様に長～く裂いていきます。小さい子は小さい子なりに♡ 
一番長かったのは？ 優勝・準優勝者へのプレゼントは、金･銀のお豆カップです。福が倍増しそうです！ 

 

赤鬼・青鬼登場！容赦なく豆まきが始まります。鬼ダッシュ！ 男の子達に囲まれると大変です。 
なぜかチキンラーメンを背負った鬼。最後はみんなと仲良くなり、配ってくれました。 

 

最後豆まきの後は、 
鬼のくれたチキンラーメンと、 
マシュマロを炭で焼いて食べ、 

みんなで温まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豆まきに現れた鬼は想像以上に本格的な装いで、4歳の息子も初めは後退りするほどでし

たが、すぐに慣れた様子で豆まきを楽しんでいました。怖くなかったか聞いたら「ジャンバー

着てたから怖くなかった！」と言っていました。ジャンバーで人間だと判断したようです(笑) 

25年以上ぶりにやった色鬼が想像以上に楽しく、「あと 3回で終わります。」と聞いたとき、息

子以上に寂しかった自分に驚きました。ぜひまたやりたいです。 

豆まきの後はチキンラーメンに焼きマシュマロ。息子はうまく焼けずに炭にくっつけたり悪戦

苦闘していましたが、それも含め楽しめました。 



＜活動報告＞  冬の森の手入れ   
日 時：2018 年 1 月 20 日（土）9:30〜12:00 

場 所：草深の森 

参加者：子ども７人 大人８人  

主 催：ＮＰＯ法人ラーバン千葉ネットワーク 

 

冬の森の手入れは、枝や葉っぱを拾い集め、地面の日当た

りをよくし、春に花を咲かせるお手伝いをします。また集めて

積んだ落ち葉は昆虫のすみかになるそうです。森林インスト

ラクターの方から説明を受け森の中へ出発です。 

 

寒く小雨も降る中での活動でしたが、子ども達は元気いっぱ

い枝集めのお仕事です。集めた枝や葉っぱで、皆で巨大な

恐竜の巣作りをしました。枝で円を作り、中に大量の落ち葉

を敷き詰めて完成です。ふかふかの落ち葉に寝転んだり、

葉っぱを空に放って雨のように降らせたりと、子どもたちは

(一部の大人も！)おおはしゃぎでした。  

 

 

 

巣作りの次は森の宝物探しです。葉も草も枯れて静かに見えますが、冬の森にも生き物の痕跡がいっぱい。冬芽や

木の実、キノコ、ノウサギのフン、みのむし、カマキリの卵、クサイ虫、意外にセミの脱け殻がまだ残っていたり・・・。子

ども達は生き生きと宝探しをし、拾えるものは拾って次々と袋の中に入れていきました。そして森を抜けた所で、根を

張ったドングリをスコップで掘りました。根っこの長さに皆びっくり。これは後で小さな鉢に入れ、土をかぶせて周りに

苔を植えてミニ盆栽にしました。うまく芽がでますように。(勝手に森の植物を持ち帰ることはできません) 

 

森の手入れの最後は、ラーバン千葉ネットワークの方々が用意してくださった具沢山豚汁と、持参したおにぎりで

皆でお昼ご飯です。たくさん動いてたくさん食べて、大満足の冬の森でした。 

 

 



＜エリンギだより＞ 

エリンギサークル会 

 

日 時：2018年１月 21 日（日）18:00〜21：00 

場 所：七軒屋集会所 

参加者：９人 

 

  

☆☆ 次回のサークル会 ☆☆  ２月１２日（月・祝） １８：００～ 七軒屋集会所 

 

 
 

＜活動報告＞ 1月のあしあとくらぶ   

子ヤギに会いに行こう！ 
日 時：2018 年１月 29 日（月）10：30～13：30   

場 所：つくしファーム・七軒屋集会所 

参加者：子ども3人 大人6人（スタッフ3人含む） 

 

今回のあしあとくらぶは「子ヤギに会いに行こう！」と、武西のつくしファームさんにお邪魔しました。先週は雪や気温

の低さにびっくりしましたが、この日はとてもポカポカ陽気で楽しめました。ヤギへのエサやりに、子ども達も最初は

恐々でしたが、時間がたつにつれ近距離に。子ヤギも沢山いて、子ども達が差し出す草をもりもり食べてくれました。

今後もヤギの成長を見に来たいと思います。 

ランチはいつもの七軒屋集会所に戻り、ホットプレートで餃子の皮でピザを作りました。会話も弾み楽しい一日でした。 

 

 

今回のサークル会は、まずテーマの再確認から。 

テーマがあやふやな部分もあったので、完璧に覚えましょう！ 

いんざい企画のテーマは「Alice in 春 Connect」に決定！ 

ゲームの内容や流れを決めることができました。しおりも分担して仕上げました。 

まだまだ本番までに準備する事がたくさんありそうなので、みんなで協力してやり

たいです。                    リポーター  Ｓ（中 2・男子） 



＜活動報告＞  

舞台鑑賞 劇団俳優座 

「いつもいつも君を憶
お も

ふ」 

    

日 時：2018 年 1 月 27日(土) 16:00～18:10  

場 所：印西市文化ホール    

参加者：380名 

（子ども劇場から 子ども 2 人、大人 7人） 

 

 

 

 

 

 

 

昨年 8 月初めに実行委員会が発足し、公演へ向けて動き出し

ました。「文化ホールを満員にして、この公演を成功させる！」

と気持ちを一つにして会議を進めていきました。チケット売り、

協賛団体の募集をしてその結果をメールで報告し共有すること

で繋がりを深めていきました。結果は 430 枚のチケットを売るこ

とが出来き、多くの方にこの作品を観て頂けたこと、2017 年 12

月 3日に行われたワークショップに参加した市民 26名が、アン

サンブル出演し見事に舞台を終えたことなど、実行委員にとっ

ては本当にうれしい事でした。「文化芸術を愛する印西の会」

の初めての団体との関わりは新鮮で、大変でしたが中身の濃

い半年間でした。 

 

 

【参加者の感想】 

・時代背景が忠実に表現されていました。笑いあり、涙ありでした。 

・歴史の流れに翻弄された人々。二度とこんな時代に戻したくない。 

 

 

 

「文化芸術を愛する印西の会」 

～構成団体～ 

 

将来をもっとワクワクする北総の会 

印西音楽協会 

NPO法人いんざい子ども劇場 

ミュージカルカンパニー「いちごハウス」 

印西少年少女合唱団 

印西・九条の会 

年金者組合印西・栄支部 

慈雨の会 

一般社団法人ウィステリア 

～ 一つの家族を見つめ、時を刻んだ古時計。どれだけの涙がこぼされたのだろう ～ 

1923年関東大震災、その翌年の正月から 2度目の東京オリンピックを終えた 2021年までの 

約 100年間の物語。あるー軒家を舞台に、流行歌と共に 7つのお正月を繫ぎ、家族の日常と

絆を描いた作品。友人から贈られた‟時計”がずっと日常の営みを見つめます。 



 

   カレンダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 

４ （日） 第５回 春交実行委員会 

5 （月） 第4回 30周年実行委員会 

６ （火） 会費納入日 

７ （水） 理事会 

８ （木） 会費納入日 

１０ （土） バレンタインスイーツ作り 

１２ （月祝） エリンギサークル会 

１８ （日） ピザがまの森オープンデー 

２２ （木） 北総交流会 

未定  あしあとくらぶ 

３月 

２ （金） 理事会 

３ （土） 餅つき 

６ （火） 会費納入日 

８ （木） 会費納入日 

１１ （日） 第６回 春交実行委員会 

２４ （土） 
高学年遠足 

幼児・低学年遠足 

3０～

４/1 

（金）～ 

（日） 
北総春の交流会 

未定  エリンギサークル会 

未定  あしあとくらぶ 

～伝言板～ 

近隣の子ども劇場の案内です。参加したい人は 

事務所までメールか直接問い合わせてください 

 

講演会子どもにとってのネット・ゲームのホントの問題 

講師：北崎圭太氏（NPO あそび環境 Museum アフタフ・バーバン） 

２月１７日（土）13：30～ 場所：西白井複合センター 

主催：白井子ども劇場   参加費：大人 1000円 

「子どもにスマホ、持たせていいよ」「だけど…。」を、一緒に考 

えたくて。８年前から子どものネットゲーム依存の問題を研究さ 

れている北崎圭太さんからの熱いメッセージです。 

 

★ともだちや -あいつもともだち-★ 劇団うりんこ 

２月２５日（日） 開演 18：00 習志野市民会館 

主催：ならしの子ども劇場  

対象：小学生以上  

参加費：ひとり 2000円 

「ともだちや」というお店を始め 

たキツネ。１時間 100円で友だ 

ちになってあげようというのだ。 

 

★君がいるから★ CAN青芸 

３月１８日（日） 開演 18：15 富里北部コミュニティセンター 

主催：子どもプラザ成田  

対象：小学生以上 

参加費：ひとり 1700円 

おまえは一人じゃない！ 

俺たちがいるぞ！三匹の犬？ 

が繰り広げる友情物語 

 

★マチノヒ★ 蒼い企画 

３月３０日（金） 開演 17：00  

八千代市民会館 小ホール 

主催：佐倉子どもステーション 

子どもネット八千代   

対象：全年齢 

参加費：ひとり 1000円 

ビリとブッチィー、タカパァチとミュージカル女優によるチャップ
リンの名作「街の灯」のようなアナザーストーリー。 

会員数 

２/1現在３３世帯 ９９人 


